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１．はじめに 

 山岳地帯の稜線上には冬季に巨大な雪庇が発

達し，崩落によって雪崩や滑落事故の原因となる

と言われている．そのため雪庇の形成過程につい

てさまざまな研究が行われてきたが，その多くが

断面観測や，トレンチを用いた小規模な発生実験，

風洞装置とざらめ雪などの球状に近い雪を使用

した実験であった． 

 そこで，本研究では低温室内の斜面上に樹枝状

結晶を降らせ，風速と斜面傾斜角度の違いによる

雪庇の発生・成長の形態変化を観察し，その成長

条件を考察した． 

２．実験手法 

 低温室内に Fig. 1のような高さ 0.9 m，長さ 3 

m，幅 1.8 m の架台を作成し，風上側に風速を無

断階で調節可能な（風の吹出口近傍で 0～10 m/s）

横風発生装置を置き，風下側に 0.9 mの斜面を 2

つ設置した．低温室内を−10 ℃に設定し，降雪装

置により，樹枝状の雪結晶を降らせ，雪庇を成長

させた．以下に実験手順を示す． 

 

 

a. 架台上に硬い雪面をつくり，その上に新雪を 7 

cmほど積もらせる． 

b. 横風発生装置で風を送りながら 1 mm/hの強度

で降雪させる．この時斜面中央付近で飛雪量を測

定し，雪面からおよそ 5 cm 上の風速（以下，単

に「風速」とする）を計測する．風速の計測箇所

は斜面の縁である． 

c. 一時間後，降雪装置と横風発生装置を停止さ

せ，雪庇断面の観測，積雪深の測定，密度の計測

を行う．この時 45°，30°斜面の間に 2 mのポー

ルを立てて撮影を行い，スケールとした． 

 上記の実験を 2.5，3.0，3.5 m/sの 3種類の風

速について行った．実験中は 2台のカメラで 1分

間隔のインターバル撮影を行なった．なお，カメ

ラはそれぞれの斜面をほぼ真横から撮影してい

る． 

 

３．解析手法 

 実験で得られた画像データから，1)雪庇の輪郭

を描き出し，2)雪庇の断面積と斜面の幅からおお

よその雪庇の体積を求め，3)計測した密度を平均

化した値を用い雪庇の質量を計算し，4)時間変化

から成長量と成長率を得る． 

上記の解析を 3種類の風速の実験結果に対して

行い，風速による雪庇の成長形態変化を考察する． 

４．結果，考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Fig. 2(b)を見ると，雪庇の最終的な体積は風

速が 3.0 m/sの場合で最大であり，3.5 m/s では

雪庇の体積がかなり小さいことが分かる．その原

因には雪面からの削剥と風速が影響しているの

ではないかと考えられる．削剥に関しては飛雪量

を見てみると風速 2.5 m/sと 3.0 m/sの間で増加

しており，積雪深も風速 2.5 m/sの場合は時間と

ともに増加する傾向にあったが，風速 3.0 m/sで

はほぼ変わらず，風速 3.5 m/sでは減少していた．

このことから風速が 2.5～3.0 m/s の間に削剥が

顕著かどうかの境界が存在すると言える．また，

風速が 3.0 m/s 以上の場合，Fig. 2(a)の通りほ

とんど高さ方向に成長せず斜面とその上に堆積

した雪面のなす角が小さくなっている．これは斜

面の長さが足りないため，成長が止まってしまっ

たためであり，より長い斜面であれば徐々に高さ

方向への成長が見られると考えられる． 

５．まとめ，課題 

 これまでの解析で，雪庇が高さ方向へ成長可能

かどうかの境界が風速に依存することがわかり，

その境界がおよそ風速 2.5 m/s～3.0 m/s の範囲

にあることが示された．今後は 45°斜面の解析を

進め，立山室堂平周辺での雪庇の定点・断面観測

データと関連付けてより詳しい雪庇の発達過程

と内部構造の考察を行なっていく予定である． 

Fig. 1実験装置図．図中右端に斜面，左端に横

風発生装置を備えている． 

 

Fig. 2 (a) 上から風速 2.5 m/s，3.0 m/s，3.5 m/s

の実験(t = 1h)．(b) 各風速での雪庇の体積． 
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